
　

次
の
6
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〇
令
和
7
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算

　

書
、
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承

　
認
に
つ
い
て
（
監
査
報
告
）

〇
令
和
8
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
収

　
支
予
算
書（
案
）の
決
定
に
つ
い
て

〇
令
和
8
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額（
案
）

　
の
決
定
に
つ
い
て

〇
欠
員
等
に
伴
う
役
員
選
任
に
つ
い
て

〇
定
款
の
一
部
改
正（
案
）　

役
員
の
任

　
免

〇
定
款
の
一
部
改
正（
案
）　

総
代
の
定

　
員
、
総
代
の
選
挙

　
新
執
行
部
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
※
順
不
同
・
敬
称
略

・
会　
長
：
橘
高
信
行

・
副
会
長
：
大
谷　

徹　
山
下
竜
一

・
専
務
理
事
：
本
宮
克
博

・
理　
事
：
柏
迫
孝
治　
中
畦
芳
久

　
　
　
　
　
上
坂　

至　
松
田
岩
城

　
　
　
　
　
岩
崎
和
仁　
中
村
昌
典

　
　
　
　
　
島
村　

稔　
横
田
昌
典

　
　
　
　
　
荒
谷
真
太
郎　
榎
真
一
郎

　
　
　
　
　
佐
藤
陽
吾　
歳
實　

勲

　
　
　
　
　
中
村
和
彦　
川
本
洋
一

　
　
　
　
　
宍
戸　

聡　
山
中
貴
弘

　
　
　
　
　
渕
野
直
彦

・
青
年
部
長
：
有
田
昌
弘

・
女
性
部
長
：
中
村
寿
子

・
監　
事
：
柄　

宣
行　
佐
藤
智
則

※
今
回
選
任
さ
れ
た
役
員
を
赤
字
で
記

　
載

■
永
年
勤
続
者
表
彰
・
創
業
永
年
記
念

　
表
彰

　

5
月
22
日

（
金
）、
工
業

部
会
主
催
の

表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は

地
域
産
業
の

発
展
に
寄
与

さ
れ
た
町
内

18
事
業
所
・

58
名
の
永
年

勤
続
者
へ
表

彰
状
と
記
念

品
を
贈
呈
。

　

ま
た
、
長

年
に
わ
た
り
事
業
を
継
続
し
地
域
に
貢

献
さ
れ
た
4
つ
の
事
業
所
に
対
し
て
も
、

そ
の
功
績
を
称
え
同
時
に
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

■
松
尾
城
ハ
イ
キ
ン
グ
（
実
施
報
告
）

　

令
和
8
年
3
月
20
日（
金
）、
三
津
の

松
尾
城
（
三
津
城
山
）
登
山
を
行
い
ま

し
た
。
安
芸
窯
業
を
出
発
し
、
普
段
は

 

地
域
と
商
工
業

者
の
み
な
さ
ま
に

は
、
平
素
か
ら
当

商
工
会
の
事
業
に

一
方
な
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜

り
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
も
み
な
さ
ま
の
厚
い
ご

支
援
の
お
か
げ
で
様
々
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
衷
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
度
は
大
阪
・
関
西

万
博
で
始
ま
り
ま
し
た
。
静
か
な
立
ち

上
が
り
で
し
た
が
、
閉
幕
が
近
づ
く
に

つ
れ
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
、
お
米
の
価

格
上
昇
、
酷
暑
、
牡
蠣
の
大
量
死
と
い

う
経
済
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
事
柄
が
続
い

た
結
果
、
総
じ
て
み
る
と
、
日
本
全
国

ま
ん
べ
ん
な
く
活
気
づ
い
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
活
況
と
停
滞
が
混
在
し

て
い
る
Ｋ
字
型
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
津
町
の
人
口
は
、
約
５

年
間
で
千
人
減
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
は
千
人
規
模
の
商
圏
消
失
に
等
し

く
、
町
内
を
主
な
事
業
基
盤
と
し
て
い

る
私
た
ち
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
は

厳
し
さ
が
増
す
ば
か
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
商
工
会
は
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体

の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
伴
走
型
支
援

を
通
じ
て
、
地
域
経
済
を
支
え
る
中
小

・
小
規
模
事
業
者
の
「
自
立
・
自
走
化

に
よ
る
経
営
力
強
化
」
と
「
Ｄ
Ｘ
推
進

に
よ
る
生
産
性
向
上
」
を
図
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
対
話
と
傾
聴
を
重
ね
た
支

援
を
通
じ
て
経
営
者
自
ら
が
課
題
を
理

解
し
て
主
体
的
に
解
決
に
取
り
組
む
自

立
・
自
走
化
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

進
化
す
る
Ａ
Ｉ
と
そ
の
浸
透
の
た
め
、

社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
続
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
業
者
毎
に
適
し
た
Ｉ

Ｔ
の
導
入
と
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
持
続
的
習

得
に
よ
っ
て
生
産
性
向
上
や
経
営
課
題

の
解
決
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
活
動
に
よ
っ
て
、
人
手
不
足
、

賃
上
げ
、
価
格
転
嫁
と
い
っ
た
喫
緊
の

課
題
を
解
消
し
、
持
続
可
能
な
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
す
所
存
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
思
い
に
応
え
る
事
業
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
み
な

さ
ま
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
５
月
22
日（
金
）、
安
芸
津
町
商
工
会

館
２
階
大
会
議
室
で
、
第
66
回
通
常
総

代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

商
業
振
興
の
た
め
に
、
大
型
店
対
策

・
観
光
対
策
を
柱
と
し
て
適
切
な
改
善

発
展
を
図
り
ま
す
。

■
見
立
て
細
工
展

　
（
2
6
6
年
の
歴
史
を
も
つ
行
事
）

・
日　
時
：
令
和
8
年
7
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
14
：
00
〜
21
：
00

・
場　
所
：
三
津
見
立
て
細
工
ロ
ー
ド

　
「
自
分
の
店
で
売
っ
て
い
る
商
品
や
商

売
道
具
を
使
っ
て
何
か
に
見
え
る
物
を

作
る
」
と
い

う
の
が
見
立

て
細
工
で
す
。

　

作
る
際
は

そ
の
商
品
を

切
っ
て
は
い

け
な
い
、
使

っ
た
商
品
は

解
体
後
販
売

で
き
る
と
い

う
ル
ー
ル
の

下
、
商
店
主

の
知
恵
を
絞

っ
た
、
遊
び

心
い
っ
ぱ
い

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
力
作
が
店
頭
展
示
さ

れ
ま
す
。

　

当
日
、
作
品
等
を
全
部
見
て
回
り
投

票
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
お
楽
し

み
プ
レ
ゼ
ン
ト
券
を
進
呈
し
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
毎
年
恒
例
の
歳
末
連
合
大
売
出
し
や
、

4
社
が
集
ま
れ
ば
町
内
で
広
告
の
出
せ

る
共
同
広
告
事
業
、
商
業
先
進
地
を
訪

れ
る
商
業
研
修
事
業
等
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

■
東
広
島
花
火
大
会

・
日　
時
：
令
和
8
年
7
月
29
日（
水
）

　
　
　
　
20
：
30
〜
21
：
00

　

第
12
回
の
東
広
島
花
火
大
会
が
安
芸

津
港
周
辺
で

行
わ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た

保
野
山
の
万

の
字
と
千
数

百
発
の
花
火

が
夜
空
を
彩

り
ま
す
。

※
当
日
の
駐

車
場
・
交
通

規
制
に
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

車
で
通
り
過
ぎ
る
道
を
一
歩
ず
つ
散
策
。

　

道
中
で
は
参
加
者
の
子
供
時
代
の
思

い
出
や
、
町
の
ミ
ニ
知
識
が
次
々
と
飛

び
出
し
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
安
芸
津
の

魅
力
を
再
発
見
す
る
楽
し
い
ひ
と
と
き

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
工
業
部
は
会
員
事
業
所
の

資
質
向
上
・
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
業

を
行
い
ま
す
。

■
技
能
実
習

　

業
務
に
必
要
な

資
格
取
得
が
で
き

る
講
習
を
実
施
し

ま
す
。
詳
細
は
ご

案
内
を
確
認
く
だ

さ
い
。
内
容
と
日

程
は
下
記
の
表
の

と
お
り
で
す
。

■
令
和
８
年
改
正

　
「
取
適
法（
旧
：

　

下
請
法
）」セ
ミ

　
ナ
ー

・
日
時
：
令
和
８

　
年
７
月
24
日

　
（
金
）14
：
00
〜

・
場
所
：
安
芸
津

　
町
商
工
会　

　
２
階
大
会
議
室

・
講
師
：
中
国
経

　

済
産
業
局
適
正

　
取
引
推
進
課

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
国
の
担
当

機
関
よ
り
、
新
法
の
概
要
と
中
小
企
業

の
経
営
に
か
か
わ
る
ポ
イ
ン
ト
を
ご
説

明
い
た
だ
き
ま
す
。

■
会
員
事
業
所
親
睦
事
業　

が
ん
ば
れ

　
カ
ー
プ
!!
巨
人
戦
観
戦
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ

・
日　
時
：
令
和
８
年
９
月
６
日（
日
）

　
　
　
　
　
18
：
00
〜

・
場　

所
：
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
「
す

　
　
　
　
　

ご
い
び
っ
く
り
テ
ラ
ス
」

・
募
集
人
数
：
80
名
（
１
事
業
所
５
名
ま

　
　
　
　
　
で
）

・
参
加
費
：
４
，０
０
０
円

　
「
す
ご
い
び
っ
く
り
テ
ラ
ス
」
で
野
球

観
戦
を
し
な
が
ら
、
B
B
Q
を
囲
ん
で

親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
？
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
の
応
援
は
も
ち
ろ
ん
、
涼
し
い
室
内

で
の
モ
ニ
タ
ー
観
戦
も
可
能
で
す
。
み

ん
な
で
楽
し
く
カ
ー
プ
を
応
援
し
ま
し

ょ
う
！

■
安
芸
津
を
知
ろ
う
!!

　
　
　
町
内
ハ
イ
キ
ン
グ

・
日　
時
：
令
和
9
年
3
月
頃 

・
場　
所
：
町
内

　

昨
年
の
「
松
尾
城
」
に
続
き
、
次
回

ハ
イ
キ
ン
グ
を
計
画
中
で
す
。
知
ら
な

か
っ
た
地
元
の
新
た
な
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
？
詳
細
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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■
三
津
祇
園
祭

〇
御
神
幸

・
日　
時
：
令
和
8
年
7
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
　
10
：
30
〜

〇
御
環
幸

・
日　
時
：
令
和
８
年
7
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
16
：
00
〜

　
宝
暦
年
間
に
（
江
戸
中
期
）
に
始
ま

っ
た
お
祭
り

で
、
神
様
が

三
津
素
鵞
神

社
と
駅
前
の

御
旅
所
を
往

来
す
る
神
事

が
あ
り
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
は
大

名
行
列
を
模
し

た
豪
華
絢
爛
な

隊
列
で
、往
時

の
姿
が
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　
■
一
日
公
庫
の
開
催

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
呉
支
店
と
連
携

し
、
事
業
者
の
皆
様
の
金
融
相
談
に
対

応
す
る「
一
日
公
庫
」を
７
月
14
日（
火
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

通
常
の
融
資
の
お
申
込
み
で
は
、
呉

支
店
で
の
面
談
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
公
庫
担
当
者
が
商
工
会
で
対
応

し
ま
す
の
で
、
移
動
等
の
負
担
が
軽
減

で
き
る
ほ
か
、
事
前
に
資
料
等
ご
提
出

頂
け
れ
ば
、
迅
速
な
審
査
結
果
の
ご
連

絡
も
可
能
で
す
。

■
マ
ル
経
融
資

　

商
工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
る
こ
と

で
、
最
大
２
，
０
０
０
万
円
ま
で
【
無

担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利
（
2
・

6
0
％
）
】
で
融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金
の
調
達
を
お

考
え
な
ら
、
ま
ず
は
一
度
、
商
工
会
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

■
商
工
会
の
「
貯
蓄
共
済
」

　

「
貯
蓄
」「
保
障
」「
融
資
」
の
3
つ
の

機
能
を
1
つ
の
掛
金
で
カ
バ
ー
で
き
る
、

商
工
会
な
ら
で
は
の
「
一
石
三
鳥
」
の

共
済
で
す
。
毎
月
一
律
の
掛
金
（
一
口

２
，
０
０
０
円
）
で
、
満
期
時
に
は
ま

と
ま
っ
た
満
期
共
済
金
が
受
け
取
れ
ま

す
。

■
広
島
県
共
済
の
「
火
災
共
済
」

　

広
島
県
共
済
の
「
火
災
共
済
」
は
、

中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
を

支
え
る
強
い
味
方
で
す
。
火
災
は
も
ち

ろ
ん
、
落
雷
や
風
水
害
な
ど
に
よ
る
大

切
な
店
舗
・
工
場
の
建
物
や
、
設
備
・

商
品
の
損
害
を
幅
広
く
補
償
し
ま
す
。

　

万
が
一
の
備
え
に
、
ぜ
ひ
見
直
し
・

ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

工
業
部
会

商
業
部
会

イ
ベ
ン
ト
情
報

ご
案
内

高所作業車
（Bクラス）

フォークリフト
（Bクラス）

学　科 実　技

７月30日（木） ７月31日（金）

７月10日（金）７月13日（月）～ 15日（水）

■
会
長
の
ご
挨
拶
　
橘
高
信
行

■
第
66
回
通
常
総
代
会
　
開
催



設
備
投
資
等
を
行
っ
た
場
合
に
、
費
用

の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

〇
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
：
賃
金
規

定
等
を
改
定
し
、
非
正
規
雇
用
労
働
者

の
基
本
給
を
３
％
以
上
賃
上
げ
す
る
場

合
に
利
用
で
き
ま
す
。

■
中
小
・
小
規
模
事
業
者
等
の
計
画
的

　
経
営
改
善
応
援
補
助
事
業

〜
新
た
な
挑
戦
に
踏
み

　

出
す
事
業
者
を
全
力

　

サ
ポ
ー
ト
〜

〇
申
請
期
間

　

５
月
11
日（
月
）〜

　
　

８
月
31
日（
月
）

〇
補
助
対
象
経
費

　

①
機
械
装
置
等

　

②
広
報
費

　

③
展
示
会
等
出
展
日

　

④
専
門
家
謝
金

　

⑤
専
門
家
旅
費

　

⑥
人
材
育
成
研
修
費

め
て
ま
い
り
ま
す
。
青
年
部
全
体
で
は
、

あ
き
つ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
参
加
、

部
員
増
強
活
動
、
町
外
・
県
外
研
修
な

ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
有
田
部
長

を
中
心
に
、
部
員
一
丸
と
な
っ
て
青
年

部
活
動
の
活
性
化
と
地
域
の
発
展
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
B
班
　
副
部
長
　
上
岡
裕
明
】

　

今
年
度
、
B
班
で
は
8
月

の
「
あ
き
つ
ふ
れ
あ
い
夏
ま

つ
り
」
へ
の
出
店
を
予
定
し
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
場
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。
夏
ま
つ
り
で
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
集
い
、

世
代
を
超
え
て
交
流
で
き
る

大
切
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、

安
芸
津
の
夏
の
に
ぎ
わ
い
に

つ
な
が
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
桜
の
名
所
と

し
て
親
し
ま
れ
る
正
福
寺
山
公
園
で
は
、

桜
の
あ
る
景
色
を
守
る
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企

業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
、
融
資
制
度

の
要
件
を
新
設
。

〇
融
資
対
象
：
最
近
３
カ

　

月
の
平
均
売
上
高
が
前

　

年
同
期
に
比
べ
て
６
％

　

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
。

〇
融
資
限
度
額
：
４
，
０
０
０
万
円（
運

　

転
資
金
）

〇
利
率
：
１
．１
％
〜
１
．７
％
、
原
則

　

と
し
て
信
用
保
証
付
き
（
保
証
料
率

　

０
．４
％
〜
１
．23
％
）

〇
取
扱
期
間
：
令
和
８
年
６
月
２
日
〜

　

令
和
９
年
３
月
31
日

〇
申
込
先
：
各
金
融
機
関

■
情
報
受
付
先
の
案
内

　

中
東
情
勢
に
係
る
燃
料

油
や
石
油
由
来
の
化
学
品

・
製
品
等
の
目
詰
ま
り
対

応
と
し
て
「
中
東
情
勢
関
連
対
策
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
ポ
ー
タ
ル
」
の
活
用
を
案
内
。

〇
情
報
提
供
の
受
付
先

（
１
）燃
料
油　
（
２
）石
油
由
来
の
化
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

品
・
製
品
等

■
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業

　

事
業
環
境
の
変
化
に
よ
る
様
々
な
課

題
を
解
決
し
、
事
業
継
続
可
能
な
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

〇
支
援
テ
ー
マ
：
賃
上
げ
、
省
力
化
促

　

進
、
物
価
の
高
騰
へ
の
対
策
の
個
別

　

相
談
会
を
実
施
。

〇
時
間
：
13
：
00
〜
17
：
00　

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
商
工
会
ま

　

で
。

■
最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
伴
う
支
援

　

中
小
企
業
庁
・
厚
生
労
働
省
で
は
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
を
受
け
て
賃
上
げ

に
取
り
組
む
事
業
者
を
後
押
し
し
て
い

ま
す
。

〇
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ａ
Ｉ
導
入
補
助
金
、

　

も
の
づ
く
り
補
助
金

　

省
力
化
投
資
補
助
金
：
最
低
賃
金
近

　

傍
で
働
く
労
働
者
を
多
く
抱
え
る
事

　

業
者
の
皆
様
に
は
、
補
助
率
を
２
／

　

３
に
引
き
上
げ
、
優
先
的
に
採
択
し

　

ま
す
。

〇
業
務
改
善
助
成
金
：
最
低
賃
金
を
引

　

き
上
げ
、
生
産
性
向
上
等
に
資
す
る

★通常総会　令和8年4月24日（金）
　令和８年度通常総会をへんこつ苑において開催しました。ご来賓
の橘高商工会長のごあいさつのあと、以下の議題について審議し、
承認されました。
・第１号議案　令和７年度事業報告及び同収支決算書、貸借対照表
　承認について（監査報告）
・第２号議案　令和8年度事業計画（案）及び同収支予算書（案）につ
　いて
・第３号議案　令和８年度会費賦課基準（案）及び徴収方法（案）承認
　の件
　総会終了後の懇親会では、女性部マップを見ながら、お互いの事
業のことについて情報交換を行いました。

★女性部のお店」のPRを目的としたSNS講習と紹介マップの制作
　令和７年度より制作を進めていた、部員のお店や会社を紹介する
「訪ねてみよう！女性部わくわく
MAP」がついに完成しました！地元
で活躍する魅力的なスポットが多数掲
載されています。
　商工会や各店舗で配布中ですので、
見かけたらぜひお手に取り、お店を訪
ねてみてください。皆さまのお越しを
待ってまーす♡　　

　平素から女性部活動に対し、ご理解とご協力を頂
き誠にありがとうございます。
　令和８年度の女性部は、昨年制作した女性部マッ
プを活かした親しみやすいお店づくりを通じて、地
域の皆さまとのつながりを大切にしながら、安芸津町を女性なら
ではの気配りで、活気づけていきたいと思っています。
　よろしくお願いします。

ごあいさつ　　女性部部長　中 村 寿 子

エプロン コーナー

　

平
素
よ
り
青
年
部

活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
8
年
度
青
年
部
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
有
田
昌
弘
で

す
。
伝
統
あ
る
青
年
部
の
舵
取
り
役
を

担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
縮
充
」

で
す
。
規
模
や
範
囲
を
無
理
に
広
げ
る

の
で
は
な
く
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
活
動

を
よ
り
深
く
、
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

・
縦
（
先
輩
・
後
輩
）
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、経
験
や
知
恵
を
受
け
継
ぎ
、

次
世
代
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

・
横
（
仲
間
）
の
つ
な
が
り
を
強
め
、

部
員
同
士
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
、
互

い
に
支
え
合
い
、
成
長
で
き
る
組
織
を

目
指
し
ま
す
。

・
斜
め
（
他
の
地
域
・
他
の
団
体
）
と

の
交
流
も
積
極
的
に
行
い
、
新
た
な
刺

激
や
学
び
を
取
り
入
れ
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
従
来
の
委
員
会
制

を
廃
止
し
、
班
体
制
へ
と
移
行
い
た
し

ま
し
た
。
副
部
長
が
班
の
リ
ー
ダ
ー
を

兼
任
し
役
割
や
目
標
を
明
確
に
し
、
よ

り
柔
軟
で
機
動
的
な
活
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が

主
体
的
に
関
わ
り
や
す
く
な
り
、
活
動

の
幅
も
広
が
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

激
し
く
変
化
す
る
社
会
環

境
の
中
で
も
、
青
年
部
員
と

し
て
、
ま
た
一
人
の
経
済
人

と
し
て
成
長
し
続
け
る
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
A
班
　
副
部
長
　
倉
本
一
行
】

　

今
年
度
、
安
芸
津
町
商
工
会
青
年
部 

副
部
長
兼
A
班
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し

た
倉
本
で
す
。
A
班
で
は
、
勉
強
会
や

オ
ー
プ
ン
例
会
を
通
じ
て
、
部
員
同
士

が
学
び
合
い
、
交
流
を
深
め
ら
れ
る
機

会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
気
付
き
や
つ
な
が
り

が
生
ま
れ
る
場
と
な
る
よ
う
活
動
を
進

青 

年 

部

経
営
改
善
に
係
る
情
報

ご
あ
い
さ
つ
　
　
　部
長
有
田
昌
弘

二
、
万
葉
歌
碑

　

天
平
8
年
（
７
３
６
年
）
6
月
新

羅
国
へ
派
遣
さ
れ
た
使
節
団
の
一
行

が
風
早
の
浦
に
船
泊
さ
れ
た
夜
、
ひ

っ
そ
り
し
た
沖
辺
に
た
な
び
い
て
い

る
霧
を
見
て
、
遠
く
故
郷
に
残
し
た

妻
へ
の
つ
の
る
慕
情
を
読
ま
れ
た
歌

2
首
が
、
万
葉
集
の
巻
15
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。

（
安
芸
津
駅
よ
り
自
動
車
で
約
5

分
、
祝
詞
山
神
社
の
境
内
に
あ
り
ま

す
。）

　
観
光
協
会
コ
ー
ナ
ー

女性部は、一緒に活動する仲間を随時募集しています。
　安芸津町を女性事業者の視点で盛り上げる活動を行っています。

安
芸
の
国
　安
芸
津
十
景
よ
り

部員
募集中

緊
急
対
応
融
資

（
緊
急
経
営
基
盤
強
化
資
金
）

全国連主催　商工会珠算検定
合格おめでとうございます
　第220回（R８ .２ . 15実施）
　３級：樋口　桜介
　５級：有川　紗奈
　第221回（R８ .６ . 21実施）
　１級：東谷　俐歩
　２級：古重　朱鳥　平田　吉乃
　　　　福島　満咲
　５級：南　　建多　
　　　　　　　　　(敬称略、順不同)

青
色
申
告
会

源
泉
所
得
税
納
期
特
例
分
の
納
付
期
限

７
月
10
日（
金
）

　

不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
青
色
申
告
会

ま
た
は
商
工
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇回答数：県内15商工会・231企業（製造業55　建設業44　小売業67　サービス業65）
【産業全体の概況】
〇中小企業の業況判断ＤＩは、前期から０．１ポイント↓　３期連続して低下
　製造業・小売業・卸売業は↑、建設業・サービス業↓、来期は、建設業を除く全ての産業↑
〇製造業の引合いＤＩは、改善傾向
　売上単価・客単価ＤＩは高い水準で推移して、２期連続で↑
〇宿泊業の利用客数ＤＩが減少
　業況判断ＤＩがプラスからマイナスに転じており、利用客数DIも同様に↓

中小企業景況調査報告
【令和8年1月～3月期　実績　　令和8年4月～6月　見通し】

青
年
部
活
動
状
況
は

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

・
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
！


